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良
本
乂
先
1

>
少
’ン

ス
：
^

^
掘

說

ふ;,
'

' 
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'
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六
A

-
 

§s

)

，

I 

ノ 

と
同
^
に

ま

た

、
ノ

/本
«,
の

卷

宋

に

「

附

錄」

と

，し

て

「

フ
_.
フ
ン
ス
經
濟
史
學
界.の

人

と

そ

め

，
文

獻

1
1や「

フ
ラ
ゾ
ネ
經
濟
史
生
要
著
書
文
獻 

一
 

d»-」

等
を
揭
げ
レ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
讀
者
に
甚
だ
観
切
で
彩
，る
。
靳
方
面
の
硏
濟
疋
志
さ

6
七
す
る
も
の
.に
と
0
て
、
藍
し
本
書
は
好 

I 

.

.

筒
の
入
！
：#
た
る
を
失
は
な
‘い

。’
最
後
に
ノ
同
攻
七(

人
と
し
<
'-
本
書
を
ぇ
た
^
と
欠
ナ
な
，る
肷
快
と
す
る
も
の.で
ぁ
，る
と
と
を
附.
 

“

'

記
し
て
拙
き
且
.っ
-妄
言
著
者
^
寬
恕
を
乞
ふ
べ
き
紹
介
，の
筆
を
擱
き
か
ぃ
。

 

' 

,(

眼
和
十
八
年
六
月
音)

.

<山

田

雄

三

氏

•
計

畫

の

經

濟

理

論

し

氣

賀

徤

為:
砷 <mM\-.

,
山

田

敎

授

、の

薪

#

は
旣
に
多
數
の
學
胬
に
ょ
つ
て
，紹
介
批
判
を
受
け
セ
ゐ
る
。
筆
者
も
亦
か
つ
‘
•て
他
の
.機
會
に
氏
の
方
法
論
的
態
度
，，

. 

に
つ
い
；て
一
言
す
る
所
が
彩
.つ
た
が
、
本
書
の
他
',

(O
'
も

ぅ一

つ
の
，核

心

を

な

す

經

濟

Bt
算
論
に
つ
い
て
は
化
及
す
る
を
得
な
か
つ
た
。

之
ま
‘で

に
公
け
に
せ
ら
办たる

«

か
，
批
判

の

論
說
に
：お
W

て

も
、_
罾
の
知
れ
る
.膨
り
、
氏
の
'價
格
論
に
關
す
る
所
見
を
取
扱
つ
た
る

~

 

も
の
、は
之
を
見
奴
い
。
こ\
に
.
#ま
き
汉
が
ら
讓
者
の
見
解
を
述
べ
て
氏
の
銃
制
經
濟
觀
に
對
す
.る
*
陳
を
明
.か
に
.し
た
い
。

山
田
雄
三
氏
は
統
舯
齔
濟
を
ば
、

r

ひ
の
.經
.濟
秧
序
と
し
て
考
へr

し
か
も
我
々
と
同
じ
く
、
自
由
經
濟
に
’も
蘼
せ
ず
ゝ
計
鼙
經
濟 

に
も
移
.ら
.ぬ
第
三
‘の

測
难
に
1
い
て
1
の
敗
立
，の
可
能
性
を
論
ず
る
パ
そ
の
乳
態
め
_

&
は
”一

つ
に
は
各
企
業
に
つv>
'て
獨
ri
l
'的

團
-

黻
が
形
成
さ
^
、
價
格
は
獨
占
體
に
對
I
て
政
府
'が
定
め
る
。
獨
占
的
團
髒
は
之
に
對
し
；て
單
に
败
量
歡
應
を
示
す
め
み
で
ぁ
づ
て
、

■ 

> 

. 

* 

. 

,

憤
格
反
應
を
示
さ
尨
い
 

>
,慣
格
は
•依
然
と
し
て
選
撵
の
指
標
た
る
，役
割
を
^
め
石
。
ぞ
.れ
はr

1

方
に
聆
い
て
消
費*生
|£
*
に
-
關

す

る

個
 

人
的
活
動
を
認
办
て
亂
家
の
横
導
を
詐
ず
も0
で

ぁ

，
り

、

他

方

に

，
お

，

S

イ

價

格

を

肩

人

，
的

亦

動

の

推

_

と

||
め
つ
V
國
家
.の
統
制
を
考，
_
,

 

•へ
t

の
，’
'で
ぁjo
o
」
、，

同
書
1、ー
七
乇
頁0

0こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
政
府
が
徵
格
を
公
定
し
セ
獨
忐
的
生
產
者
圑
體
に
之
化
從
は
し
め

/'

ニ
蛛
消
費
苕
に
は
消
費
選
撵
め
自
电
を
許
す
こ
と
ー
を
意
味
免
る
の
で
ぁ
ら
今
。
而
V-
て
國
家
於
公
定
す
、る
良
治
的
價
格
，d
標
準
4
、
決

.:.

..

..

..;•

.,■
■-':
;'
:.'
'■.
 

.,r
,v:
,

^
.
.
，
- ̂

卜
 V.

■>
;
./■
:;■
■-
,-:
v-
'
-,
.
.
.
v
-.
A
V 

.

.
-

ー:'
:-;
;:.
.
.
.
.
.
-

>'
:
;
.
:-
--'
.
.
.
.
.

:■
::
*-
■:
.
.
,-
■.;■
■'-;

;■
..■.'
 
:
‘.'
■•■
■
■.:
■.
.■■
ノ
 

：.:
' . ,:-
.
'■

..

■■
.■:
..
.
. 

,ツ

■,
,
»
:

.

,

li
!
I1
1

*
l
r
i 
氏 

i
 鸯
の
細
濟
論
-

• 

•

六
-九
‘
,(

五 

S

D

- 

'



i 
!
I
_：泠bp

I
丨Ii i
I
:l
：1]；!•

i沾!pi} !K»ii
：U):於
•：'.r

«
!S

- !.ri
III

y

ll
l
rn
.雄ni

氏「

許
齋
の
猶
濟
論
.,，
.

.

. 

-
.'

-七

〇

S

四
s
.

.

-

v
;-
:
.
:;-
'
-
'
c
v
;:
:
.
:
-
',
-
'
.
,
'
:v
.
¥:
:;
:

::
;
::;
::

-:
:/
:•
■
:■
;
:
.
,
*
.

:.
■

i
:/:
:
'
.
.
:̂
'
.
.
.
.
-
? 

'
;.
:■.、
-

■.
.
.ハ.」

.
‘

しV

市
場
的
^
衡

價

格

を

模

聚

的

に

；定

‘め
る
こ
ん
に
お
る
.の)

で
か
く「

政
治
的
^
制
約
さ
れ
た
る
諸
龍
の
數
量
關
係J

が「

確
宛
さ
れ
てJ 

そ
の
、上
で
諸
財
の
說
給
の
安
觉
1

_
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ど
5
ふ
\
ニ
丸
九
、
三
ニ
一 

頁〕

而
し
て
需
給
€
、安
啶
す
る
ま
で
試
1灯
誤
謬
6
原 

理
に
よ
つ
て
、
肫
^

1

由
醑
及
び
消
費
者
各
自
の
，數
‘*
反
應
を
調
べ
：て
行
く
と
^,
ふ
0
し
扒
も
山
田
氏
に
よ
れ
ば
政
勝
が
決
定
し
、
.各

.
-
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經

濟

ぢ

儼.に
•
は輿
，‘
へ
.
k

れ
-

た
る
も
の
で
あ
る
所
'
の
儕
格
に̂

い
て
、
個

人

的

均

衡

は

成

立

す

.ベ

く

ノ

艰

界

利

用

均

等

の

法

則

乃

至

慨

界 

_

ガ

均

等Q
法抓
は求
けれ
ば

I

ず
、
そ
れ
よ
り

■

，
場

合

に

は

公I

格
I

I

數
I

f

が
必
要
で
あ
る
と 

見
る
ズ
三
ニ
四
丄

1 

一
二
五
5

。

• 

• 

■ 

' 

,
 

V

M
■■
し
て「

政
治
的
に
制
約
せ
ら
-れ
た
る
數
量
關
係
の
確
宠」

ど
は
^
を
意
味
す
る
か
敎
授
-の
，說
明
は
必
ず
じ
も
明
瞭
で
な
い
が
、
筆
背

■ 

- 

■ 

♦ 

*- 

' 

.

Q

解
す
る
暇
り
へ
で
は
，、
病

家

需

要

釔

.も

含

め

，た.侗
人
需
要
即
ち
國
民
經
濟
的
霞
要
に
”對
、す

る

供

歡

量
|:
.
銃

當

的

に

推

定

す

る

こ

と

で

あ 

.ら
う
と
思
妨
れ
A
C
1
JA-
六
、ニ
1ニ
ニ
頁
參
照)

。

-
• 

. 

' 

' 

• 

'

,

山
出
氏
，の
說
に
對
す
る
我
々
の
疑
間
社
'

か
ぐ
る
公
定
僧
格
制
は
そ
の
前
提
と
矛
眉
し
^'

い’
セ
あ
^

う
か
と
い
.
ふ
こ
と
で
あ
る
。
•
旣
，
 

に
.公
定
«

格
に
求
め
ら
れ
る
均
衡
は
市
場
均
衡
で
な
く
、
金
體
七
し
て
の
需
要
と
供
給
：の
合
敢
を
目
指
す
も
の
で
■
あ

る

と

，い
ふ
。

各
人 

は
自
由
に
數
量
反
應
を
行
ふ
こ
とが

！
；

さ
れ
、る
。
然
る
時
は
あ
る
財
貨
に
は
過
度
の
需
要
が
集
中
し
、
他
'
の

財

に

は

..®
要

は

供

給

よ

り
 

逾
に
少
‘
い
で
あ
ら
う
。
又
あ
る
財
の
供
洛
は
中
絕
し
'
、
他
の
財
の
供
給
は
過
剩
に
な
る
で
あ
ら
う
。
過
度
に
高
い
債
糌
の
財
貨
の
生
產
. 

業
に
は
獨
占
利
潤
が
成
立
す
る
で
あ
ら
う
し
、
あ
る
财
の
生
嵛
は
生
嵛
費
を
割
る
で
あ
ら
う
。
若
し
此
價
栳
を
繼
續
維
持
し
夂
う
と
す 

れ
ば
、
あ
る
財
に
つ
い
で
は
消
費
の
割
當
ノ
配
：^

生
產
の
命
令
を
# '

し
、
强
制
讷
勞
働
を
命
じ
た
り
、
少
く
么
も
生
產
.手
段
の
自
凼 

遞
分
は
制
限
乃
至
禁
止
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
然
る
時
は
憤
格
は
そ
の
制
約
の
程
度
に
應
じ
て
最
{=
1

十
やr

選
擇
の
指
標」

で
な
く
な 

h

v

>

經
濟
甘
體
は
自
扎
な
る
數
景
反
應
を
行
ひ
猙
な
い
。
良
由
競
學
.ほ
著
し
く
制
眼
さ
れ
、
代
用
の
原
則
は
通
用
し
な
く
な
.る
程
度
に

ほ
じ
て
、"
限
界
效
用
均
等
の
法
則
も
、
限
界
冼
產
カ
均
等
の
法
則
も
働
き
を
，妨
げ
ら
れ
る
:°

そ
.
れ
を
_

働
か
さ
ぅ
、と
す
れ
ば
、
そ
と
に
愤 

格
以
外
の
他
の
交
換
條
件
、
例
へ
ば
緣
故
、
抱
き
合
せ
行
列
其
他
が
生
ず
る
。パ

• 

■ 

•
, 

:

之
に
對
し
1

t

'L

政
治
的
價
格
が
均
衡
を
保
た
.な
い
と
認
め
て
、
改
訂
し
て
•
行
く
の
、
だ
、と
•
す
れ
ば
、
そ
れ
は一

體
い
つ
な
の
で
‘
あ
る
.

.
1

 

• 

- 

• 

.

.

.-

.

.

•

'

*
 

* 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..

 

. 

. 

. 

-
-
.
V 

.
r 

. 

.

. 

/
•
: 

.
.
.

か
、
又
ど
の
程
度
ま
で
改
Ir
r
し
存
時
に
山
ti
i
氏
に
と
つ-

v
^

足
匁
の
で
'あ
ら
ぅ
か
。
fe
治
g

M
格
と
市
^

^
衡
と
は
調
和
す
る
の
，か
し 

な
い
の
如
そ
こ
に
最
初
か
ら
あ
る
問
題
が
^

へ
^
れ

て

ゐ

，
な

い
。

’ 

•

一
 

•

「

い
つ
な.の
で
あ
る
か」

と
い
ふ
の
は
、
，換F*
す
れ
ば
あ
石
政
治
的
價
格
が
誤
酸.で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
改
盯
の
必
要
を
政
府
が
感
じ 

る
G

ど
ぅ
‘い
ふ
場
合
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
るo
-旣
に
政
治
的
價
格
は
市
場
均
衡
の
胤
格
で
な
い
以
上
、
あ
る
公
.)1
-
價
格
に
お
い'て
、
 

'需
要
過
剰
义
ば
過VJ
'ノ
ノ
供
終
の
過
少
又
は
趿
剩
が
、起
石
の
は
必
然
と
見
て
ょ
.い
替
で
あ
る
。
徽
ら
ば
、
政
治
的̂
^
の
誤
謬
'
の
刺
定
は 

市
場
的
不
均
衡
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。
，
.

• 

\ 

\
、

,

.

•

. 

'

M

に
又
讼
贫
價
格
に
齡
し
て
.
個
々
.の
經
濟
主
體
が
一
不
す
數
量
.
反
藤
は
、
必
ず
し
も

|

義
的
'で
な
い
こ
と
を
考

へ%
け
れ
ば
な
ら
.
な
，い
0' 

，即

ち

一商
品
の
公
矩
憤
格
と
、
そ
の
.商
ロ
叫
の
坐
电
に
用
ひ
ら
れ
る
生
康
，手
段
の
儐
格
と
の
.
關
係
は
多
義
的
で
あ
る
。

.

價
格
公
定
の
試
行
誤
謬
は
何
れ
に
■つy>
て
行
は
れ
、各
の
で
あ
る
‘か;°
い
か
な
_る
場
合
に
消
费
財
の«
|
を
訂
1£
し
、
い
か
な
る
場
合 

に
.免
產
手
段
の
惯
格
を
訂
爪
す
る
の
で
あ
る
，か
？
我
々
は
か
ふ
る
被
問
を
ば
、

.
單
に
'實
際
上
、
.技
術
上
の
問
題
と
し
て
理
論
的
に
問
ふ 

-こ
と
^
要
せ
ぬ
と
す
べ
ぎ
で
あ
ら
ぅ
か9 

• 

- 

' 

,

.

.

一
0.
の
'生
逾
手
段
の
«
格
の
，_
更
は
種
々
な
る
消
'費

財

の

生

皆

費

、に
種
々

.
>な
る
大
さ
め
影
響
を
與
へ
る
。
を
の
影
響
の
大
小
に
應
じ 

て
消
費
財
の
.肩
給
と
、
そ
れ
に
對
す
る
.需
要
と
は
數
量
的
，に
；變
動
す
る
。
鋳
宴
e
變
動
ば
、
生
.靡
手
段
の
價
格
即
ち
そ
の
所
有
者
ひ
所 

得
の
形
成
'に
.影
響
す
る
；か
ら
や
菸
;̂
0

現
！i

の
問
®
と
し
て
は
故
に
生
藤
手
段
の
.價
格
は
固
定
咏
に
な
り
'
主
と
，'し
て
消
費
財
：へ
 

.

•

IM
W
雄
！

I
H
T

計
进
の
鸫
濟
紙
U 

/
. 

. 

. 

’ 
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山
由
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三
氏
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尉
11
め
經
微
输
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9
叫
六」

價
裕
が
1T
IE
さ
れ
る
の
.が一

般
で
か
る
。
そ
れ
は
生
^

手
段
の
價
於
變
更
は
影
響
す
‘る
所
が
大
い
か
ら
そ
の
經
濟
的
反
f

測
定
す
る
- 

こ
と
が
凼
難
で
ゐ
る
と
い
ふ
爲
政
者
に
と
つ
て
の
便
宜
上
の
，理
由
か
ら
.で
i
ゐ

’併
し
な
が
ら
消
費
財
の
‘價

格

が

生

^

費

に

ょ

乃

て 

定
め
ら
れ
-
.，そ
P
敗
の
關
係
，か
恍
存
し
な
い
場
合
に
は
.
合
理
的
な_

る
生
產
手
段
の
價
格
形
成
は
困
難
欠
あ
る
.
J
而

し

て

，も

し

あ

る

消
費
財
の
僙
格
に
お
-い
て
請
給
の
數
-f
t
を
異
つ
た
關
係
に
齎
ら
す
た
め
に
、
そ
の
值
格
を
變
更
す
る
と
す
れ
ば
-

假

に

價

格

を

引

.上

げ
る
と
す
れ
ば_

^
投
下
生
產
手
段
の
過
剩
と
、
需
給
の
減
退
と
が
起
る
で
务
ら
ぅ
。
價
格
の
，引
下
げ
に
際
し
て
は
そ
の
逆
の
双
^
が ヾ

生
ず
る
。
而
し
て
そ
れ
は
必
然
的
に
そ
机
^

-
相
異
な
，る
程
度
に
お
，い
て
他
の
消
費
財
に
對
す
る
需
給
關
係
の
變
•更
を
促
げ
。

•，
 

此
際
ノ
公
定
價
格
の
盯
’取
の
判
卑
は
い
か
に
し
て
卞
さ
れ
る
か
ビ
問
題
セ
あ
る
。
そ
れ
は
現
存
の
生
齑
費
の
下
杧
お
い
て
、
即
ち
同 

じ
生
遨
乎
段
^-
價
格
に
，お
い
て
、
同
じ
：割
合
の
生
菝
手
段
の
組
合
せ
の
下
に
お
い
て
の
需
給
關
係
が
政
治
的
に
，望
凌
し
く
な
い
と
判
定
. 

さ
れ
、
一
そ
.こ
で
新
し
A
他

の

政

治

的

價

格

が

設

定

さ

れ

る

こ

，と

に

な

る

の

，か

(

短

期
的)

、そ
れ
と
•も
、各
種
坐
產
•手
段
の
濰
合
せ
の
_
M
' 

が
續
い
て
發
坐
し
て
、
篇
つ
戈
生
茚
費
の
.下
夂
お
い
十
ハ
政
.治
的
«
命
の
是
非
が
判
定
さ
れ
る
の
か(

長
期
的
、>
、
略
.言
す
れ
ばY

寒
の 

M.
格
に
對
す
幺
激
量
反
應
を
v>
か
な
る
議
に
お
い
て
檢
討
す
る
の
、か
扣
ょ
，0
て
影
響
す
る
、所
.は
非
常
に
異
な
る
の
、で
於
る
。
更
に
な 

ほ
梢
摘
す
べ
き
こ
と
，は

,'
か
、
る
數
置
反
應
を
許
す
市
場
！
g
ii
に
お
い
て
、
利
潤
に
つ
い
て
.^
少
し
も
八
ふ
定
が
^

m
さ
れ
，て
ゐ
な
い
點
. 

で
あ
，る 

9 

く 

- 

-
■■
:

,

.
■

 

• 

,

.
山
田
敎
授
.の
，い
1
れ
る
政
治
的
價
格
の
卞
に
お
け
る
需
給
6
.
‘
安
定
と
い
ふ
概
念
の
下
^:
我
々
は
國
家
需
要
と
市
^

1

と

を

含

め

'た 

る
國
民
經
濟
的
需
要
I
之
に
對
す
る
金
現
存
生
i(
乎
段
歎
と
，を
考
へ
、
.後
者
が
完
金
域
傭
め
狀
態
に
達
す
る
.價
格
を
以
て
政
治
的
安
定 

の
目
檁
と
推
侧
し
#

る
^ .
も
知
れ
ぬ
。
こ
の
際
國
家
需
要
灯
源
凍
を
私
的
坐
產
收
益
ょ
り
獲
得
す
る
政
府
の
祖
稅
收
入
や
私
的
授
資
余 

を
吸
收
せ
る
公
偾
と
よ
り
な
る
と
す
れ
ば
、‘，そ
れ
は
單
に
、
私
的
處
分
權
，を
政
府
に
_

す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
從
つ
て
こ
の
國

民
經
濟
に
於
.て
對
立
す
る
も
'^
は
社
會
的
坐
產
物
-^
そ
の
生
產
‘ょ
り
坐
じ
た
る
瞵
買
カ
^

ょ
り
な
り
ハ
兩
者
の
.！
般
的
均
衡
點
は
市
場
，
' 

均
衡
の
點
に
等
し
•い
？
而
し
て
完
亟
雇
傭
の
點
：

各
薇
の
生
衝
手
段
が
限
界
的
生
產
カ
を
均
等
に
‘す
る
點
に
價
格
が
安
定
す
石
場
合 

で
あ
る
。
ぞ
れ
ほ
现
输
’的
に
■林
た
^

1

つ
じ
か
稃
在
し
得
な
い
。

，

，
，

_
'
.
'
* 

,

,

'

併
し
か
V

.

る
，點
龙
山
田
氏
の
勞
へ
て
？
ゐ

る

點

で

は

な

•い

で

あ
ら
ぅ

”

氏
の
い
.、‘は
ゆ
る
-
.う
政
治
的
に
.
制
約
せ
ら
れ
た
-
る
諸
量
の
-
關
係
<0
- 

確
宛
の
土
で」

は
、供
給
の
八
土
量
は
確
定
不
變
で
あ
つ
て
^.

る
樹
，の
”
物
資
勞
ヵ
访
政
治
的
欲
求
の
だ
め
‘に
債
格
の
如
何
に
拘
り
な
く
必
要 

と
な
’
る
ん
の
A

如
く
推
樂
さ
^

-

る
。
こ

の「

政
治
的
制
約」

に
わ
”

あ
る
種
の
物
#
ス
は
歡
ガ
は
員
度
に
欠
泛
し
ン
他
の
者
は
不
足
の
程 

度
が
綏
か
で
あ
心
、
-
又
服
の
あ
る
‘も
；の
®

>̂

こ
と
が
あ
る
で
あ
，ら
、ぅ
。
而
し

‘

て
,»

之
^ '

需
給
哪.
節
を
-
圖
る
所
.
に
政
.治
價
将
の
意
味
が
あ 

る
か
と
も
考
'

へ
ら
怍
る
0

丨

.^
し
か
\

る
欠
泛「

.

せ
剩
の
相
違
は
、
結
局
、
念
激
取
る
政
治
的
需
要
の
變
動
泛；

之
.
に
||
1

し
，.て
I

の
生
' 

糜
手
段
の
紺
み
合
せ
方
を
似
て
し
て
艺
を
充
足
^

得
ず
、
.
.決
^

校
懨
並
.
び
に
.
生
產
手
段
の
贬
衡
fc
-

つ
い
て
«

本
的
だ
«
萆
が
必
要
に
な 

つ
た
と
い
ふ
過
波
的
事
態
に
腐
す
る
。
し
か
も
■
緊
切
な
.
る
需
要
の
充
足
私
對
し
て
從
前6

银
糜
構
造
の
急
激
な
る
搏
鋦
成
と
傻
格
の
激
0 

菽
な
鱭
動
と
は
％

場
的
生
盡
と
分
配
の
上
せ
鱭
擦
と
混
亂
，を
惹
起
し
て
、
迅
速
に
政
治
的
要
求
に
添
.
ひ
得
-
な
い
.
の
で
あ
^0

こ
、
に
お 

い
て
峙
殊
の
政
-;

ft
-

的
價
格
の
設
定
が
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
’ I

時
的
性
格
の
も
の
で
あ
り
、■
緊
急
、•に
'變

化

す

る

需 

要̂

造
''

と
'
纸
產
_

造
の
棵
哞
的
背
馳
ょ
り
坐
ず
る
。

‘
ぺ 

一

-

ス

' 

ノ
，

: 

‘

做

に

統

制

經

濟

の

安

定

的

な

型

七

，じ

て

公

觉

價

格

g

鞲

造

を

も

つ

た

も

の

と

，考
へ
，る

の

は

、

1

我
々
の
肯
ん
、七
得
な
い
所
で
あ
る
°; 

山
田
厌
は
次
灯
如
く
も
い
ふ
’

.

.

•
'
ノ

,/
、 

■、，

- 

政
府
が「

個
人
均
衡
の
歪
み
を
修
正
し
'

,

適
當
に
傲
格
又
は
數
’量
の
調
節
を
圖
ら
ね
.
ーは̂

ら
ぬ
^

5

ニ
五
.
丄
1
:ー5

ハ
頁
>

と
。
、そ
<0

途
‘ 

は
-
如I

:
、

懷
格
$:
.
|7

芷
し
.
で
顧
入
均
衡
め
銮
み
_が
な
く
な
石
艨
に
す
.る
：な

ふ

ば

、"そ
の
：價
将
は
；必
ず
、

.し
も「

政

治

的

に̂

^

さ
れ
■た

綦
.

，r,
\

山
，，5
雄
5

「

針
„竄

の

經

濟

输

し

■,
-

'

'
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.

-
.

.

數
飽
關
係
の
確
定」

.に
越
く
、價
格
と
は
な
ら
尨
い
匕
と
は
明
か
>.
あ
る
，0
激
置
め
調
節
を
圖
る
と
ほ
然
ら
は
ぶ
う
い
ふ
ビ
と
で
务
ら
う 

か
必
切
符
に
よ
つ
，て
生
^
手
段
t
響
て
た
疚
、消
费
‘財
を
_一
 

人
當
&
い
く
ら
と
定
め
て
配
給
し
た
り
、勞
カ
の
强
制
供
出
を
指
し
て
い 

ふ
の
で
あ
，ら
う
か
.°
そ
の
何
れ
*(
0
方
法
に
し
て
も
個
人
均
衡
の
银
各
は一

汸
に
-杈
い
、て
修
：此
さ
れ
る
時
、
他
方
に
お
い
て
歪
み
を
®
す 

で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
强
制
的
.
購̂
買
力
制
.眼
を
或
財
に
對
し
て
加
へ
.る
と
、
餘
剩
購
買
カ
は
、他
の
財
に
向
ふ
か
ら
1
,て
、
他
の
生
產
物 

の
鞯
翦
が
そ
の
爲
祀
變
化
す
る
か
“ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
價
格
訂
正
と
數
量
rr
IH
-
と
说
交
互
に
行
は
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
。
而
し
て
そ 

れ
が
い
つ
安
定
す
ス
•と
い
ふ
保
證
は
&
い
。
そ
れ
が
社
會
主
義
的
計
部
，經
濟
の
恣
意
性
よ
り
免
れ
'る
.と
い
ふ
理
由
は
見
.ら
れ
な
い
。

.

.

.
0

が
政
治
的
需
要
を
も
令
M

め
て
、
個
人
的
需
要
，と
同
じ
く
*
,
,市
場
的
な
る
關
係
に
お
い
•て
價
格
調P

を
.
續
け
、
而
し
て
最
後
に
落
，
 

辩
く
所
が
あ
る
と
，す
れ
ば
"

そ
れ
は
結
局
國
家
需
要
と
個
人
需
要
^

が
相
合
‘
し

て

ノ

現

が

.の

與

へ

ら

れ

た

る

供

給

數

量

を

以

て

極

大

滿 

姑
を
得
る

如

く

に均
衡
を

得

た玛
合
で
あ
る
。
我
々
杜
か
-̂
る
狀
態
の
可
能
性
を
全
然
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
.な

い

,0
政
府
‘の
恣
意
的 

な
る
試
忭
誤
.

が
恰
も
市
場
‘

の
串
||
]

僧
格
の
調
節
と
同
椽
の
效
果
允
も
つ
こ
と
が
；あ
ハ
る.
か
も
；し
れ
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
自
曲
餽
_
下 

に
お
け
る
靜
的
均
‘
衡
の
意
味
は
、
m
s
.
m 
A
の
黐
银
者
に
よ
つ
て
は
動
か
し
_

い
も
の
で
务
る
と
い
ふ
こ
と
MP
-

ち
そ
れ
が
い
は
V:
'-客 

觀
跗
に
決
し
て
絶
對
辦
に
欢
襯
的
，で
は
な
，い
が_

;

在
る
と
い
ふ
信
賴
の
下
に
减
立
す
る
0

そ
の
意
味
に
お
い

て
完
奋
競
#
の
支 

配
す
る
所
に
は
现
論
上
、
投
機
性
は
存
，在
し
得
反
い
の
-

で
I

る
。
競
爭
者
が
能
動
的
_

度
に
出
る
•
餘
地
は
存
I

な
い
の
で
あ
る
。

0
に
又
試
行
誤g

を
以
て
此
立
し
得
る
と
想
宛
さ
れ
る
均
衡
は
畢
竟
す
る
に
靜
態
讷
で
あ
つ
て
、「

政
治
的
に
制
約
せ
ら
れ
尨
る
數

i

」

が
確
定
不
變
で
あ
る
•

許
り
で
な
く
、
當
該
社
#

で
各
經
濟
主
體
の
處
分
し
う
る
盤
量
が
ブ
定
し
て
れ
るA

势
へ
ら
れ
る
埸
合
に
の

• 

. 

. 

■

-
 

• 

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

. 

.
-
.■
.
.
. 

- 

• 

• 

/
 

-

み
存
在
し
う
る
^；
の
で
あ
る
。
も
し
も
政
治
的
の
制
約
が
變
化
^.
.

る
'

な
ら
ば——

變
化
す
•る
の
が
實
際
に
は
摩
ろ
正
常
で
あ
ら
う——

 

弒
行
課
謬
の
檩
準
ば
自
づ
か
今
變
ら
ざ
る
を
#

t

.-v
>

、：.
從
つ
て
.
理
論
的
に
.

は
全
存
在
量
の
相
互
關
係
I

影
•
響

を

受

、け

る

こ4

杧
'な
る
で

k

あ
ら
う
。
5&
V

C

し
て
は
-試
行
誤
謬
の
{

女
定
性
ぬ
保
證
せ
ら
れ
な
い
'
 

A

ィ
エ
ク
の
い
ふ
靜
態
性
の
批
難
'か
ら
晚
却
す
る
こ
と
は
困
難
で 

れ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

.0
, 

最
後
に
、
山
田
齔
授
は
政
治
的
均
衡
と
市
衡
と
の
性
質
の
一
つ
の
湘
違
と
し
て
、
前
，者
がr

經
濟
性
の
原
則j

k

從
ふ
も
の
で
あ 

る
が「

經

濟

主

義

の

肢

則

」

を

追

求

し

な

い

、と

い

ふ

こ

点

を

說

か

れ

-
る
.0

そ
の
裏
の
意
味
を
推
す
な
ら
ば
*
自
由
競
學
下
の
市
場
均
衡
は 

「

經
濟
主
_

か̂
§

.」

を
追
ふ
と
い
ふ
の
で
，あ
ら
う
タ
氏
に
±:

れ
ば
、
前
者
は
，-.
與
、.へ-
ら
れ
た
る
‘
條
件
の
T-
K

お
け
名
最
大
滿
足
の
追
求 

で
-
‘あ
り
"

後
者
^

あ
ち
ゆ
る
條
件
を
克
復
し
て
最
大
痛
：̂

追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
。
而
じ
て
'氏
は
前
薄
^

經
濟
理
論
的
に
必
.

要
視
し
、
後
^
を
自
由
主
.義
的
■態
度
-
;
—
氏
の
い
は
ゆ
る
■ィ
デ
オ
•ロ
ギ
ィ
のJ

つ

-
で
^'
る
と
見
る
？ 

'
 

,

,

山
田
敎
授
が
^
の
區
別
に
-̂
-
つ
て
、
.肉
由
競
维
と
い
，ふ
言
葉
.
最
火
滿
足
と
い
ふ
言
歎
の
中
に
^

ま
れ
A
い
自
由
主
_
的
ィ
デ
オ
''
« 

ィ
を
棑
斥
せ
ら
れ
ん
と
し
た
意
圖
は
ょ
く
了
解
し
う
る
の
で
あ
る
が
-
併
し
氏
の
區
別
<0
-
仕
方
に
は
必
.ず
し
も
贊
成
.
-
5得

な

い
.0
.
我 

々
が
疑
問
と
す
る
所
は「

必
ら
ゆ
る
條
件
^

兄
衡
し
て
積
極
的
忆」

と
い
ふ
言
.葉
の
意
味
で
>̂
-
る
0-
凡
そ
い
か
歿
シ
.
«
味
に
お
い
て
も一 

宛
.の
條
种
を
外
に
し
て「

嘱
大
可
能
■>
‘い
ふ
觀
念
•は
生
れ
て
來
な
‘い
の
_で
，あ
る
0*
凡
そ
均
衡
の
意
味
は
當
該
均
衡
故
将
に
お
い
て
、
所 

矩
の
諸
財
量
に
ょ
つ
て〔

最
大
可
能
カ
滿
足
が
與
へ
.ら

れ

る

と

，
，
い

ふ

^
と
に
あ
る
' 
こ
5
價
袼
の
成
、立
す
，る
に
茧
る
ま
で
、
各
人
が
自 

己
.の
滿
足
を
湖
大
-&
ら
し
，め
ん
士
す
る
努
カ
は
止
ま
九
い
の
で
あ
，る
。
#

し

右

，
の

均

衡

贬

格

に

お

い

'て
'、
こ
の
努
力
は
停
ま
ら
な
け
れ
、
 

ば
な
ら
な
.い
。
何
と
な
れ
ば
-
そ
れ
以
外
の
.概
格
に
お
い
て
、
與
へ
ら
れ
太
る
紙
件
の
下
本
お
仏
て
，、
各
人
ぬ
ょ
-り
大
な
る
滿
足
を
贏 

ス
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
所
與
の
：條
件
の
1
に
>
'い
て
财
貨
分
配
が
不
¥.
鸽
で
.あ
る
場
合
に
は
’
均
衡
價
格
は
务
る
奢
に
飽
食
暖
衣
を 

許
し
他
の
者
に
.^
飢
觖
勞
賃
し
か
許
さ
，ぬ
こ
と
も
あ
石
に
相
違
^

W
0.
.
.そ
•の
場
合
で
も
、
右
.の
馏
格
以
外
に
'お
、

S

て
.は
、
與
ヘ
ぺら
れ
，た
'. 

る
' ^
件
の
下
，にお

'い
ザ
は
最
大
滿
足
は
，あ
り
得
な
い
の
で
あ
'る
？ 

' 

,

,

y
卜

、

■

• 
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-t
l
l
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さ
氏
1
靈

'り
齧 

P
 

. 

: 

'

,

',
ハ

：

七
^

:

£
四九

：>

 

.

I P；：
U:;[ V! 
! 超
；i!1;

IIt •.•よ：
i ち丨!汸 
J 卯

I
II

it.
ii争ilL



•

山s

雄
三
氏
成
齋
*>
-
>
經
犓
諭J， 

. 

I 

,

七̂

(

五
承
0

ゾ 

.

.
い
•
か
な
^

場
合
に
も
、

1
{
疋
.

の
手
段
^,

以
て
最
大
の
效
娛
を
、.

一
定
の
效
果
を
求
む
る
の
，に
最
小
の
費
用
を
、
と
い
ふ
最
大
效
果
原
’ 

-
:
則
、
最
小
手
段
原
則
こ
そ
濰
濟
性
の
1

|

則
を
な
.
す
も
の
^

あ
.
る
こ
と
'
に
變
り
は
な
い
。
而
し
てV

兩
者
の.

統

一

は

一

•

定
の
比
.
例
關
係
'

一
宛
の
■

均
衡
狀
態
を
以
て
表
助
さ
れ
'̂
>

の
で
‘

る
。
矶
し
同
㈣

に
'

最
小
*

敢
戈
を
求
め
る
努
カ
は
、#

中
や
-1
.
兄
復
し
ぅ
ベ
き
條
件
を
克,- 

復
す
る
^

い
ふ
，意
味
匕
八
a

ん
，で
ゐ
る
。
前

例

に

私

い

て

.
た
ヤ
.
政

府

が

價

胳

を

公

，定

し

た
1り
、
あ
る
獨
占
的
变
手
が
市
價
‘
を
同
定
し
た
場
' 

合
に
買
手
は
之
を
克
復
し
え
な
い
と
い
ふ
丈
け
で
あ
る
。
併
，し
晚
府
や
、
獨
占
襃
手
は
之
を
苋
後
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
手
段
と 

■

比
較
選
槔
し
，で
他
の
•
も
の
を
選
，ぶ
こ
と
が
で
き
る
P

而
し
て
•
そ

の

選

擦

の

權

準

は

最

，大
滿
見

.
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
こ
の
最
大
滿
足
は
や 

は
り
あ
.
る
與
べ
ら
れ
1

釋

を

考

へ

て
?:

そ

い

は

权

る

み

で

あ

，る
'0

こ
.
の
意
味
に
^

い
て
•
現
代
の
統
制
經
濟
に
お
‘
い
て
、
政
府
の
狙
ひ
，
 

も
各
經
濟
i

の
狙
ひ
も
共
に
！&
極

的

な

る

最

大

滿

足

で

あ

る

と

い

つ

て

差

支

：
へ
：な
い

q

，た
‘
^

異
-
る
の
は
.
、
滿
足
の
内
容
で
あ
るt

自 

知
法
義
，的」

に
は
各
人
‘

ル
，判
斷」

だ
け
が
主
本
る
内
瘩
を
決
货
し"

全
.
船
，主s

的
に
、はr

政
府

の
卿
斷」

.
が
.主
た
.る
内
容

の̂

定
忙

あ
づ
’
か 

る
。
而
し
てr

政
府
.
の
判
斷
1

に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ〕

る
條
件
の
.

下
に
お
>

て
各
人
の
最
大
滿
足
へ
の
追
求
が
吏
配
す
气
然
る
に
、

そ
の 

•

場
合
、
公
定
儕
格
の
制
を
施
き
、
そ
れ
に
甚
いy

:

需
要
と
供
給
‘

の
强p

的

統
制
を
ず
る
，な
ら
•ば
、各
種
坐
席
手
段
の
移
動
性
も
、
消 

費
選
擇
の
自
由
も
著
し
<,

制
限
さ
れ
る
\

の
ヤ
あ
る
，
か
ら
、

：

限

界

效

用
の
，
均
等
も
、
限
界
坐
崙
カ
•
の」

均
等
も
'
 

價
格
的
指
標
に
為
い
て
は
' 

決

し

て

達

せ

ら

れ

尨
.

. 

.

'

‘ 

' 

、
■

‘、
■
、

 

'
、
、

■

我

、
も

亦

、
食

由|秦
跸
，で
も
な
く
、

針

晝

經

濟

で

も

な

い

統

制

經

濟

Q

秩
序
を
構
想
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
山
田
氏
の
い
は 

■
ゆ
名
坐
靡
業
潸
の
，計
蕺
饊
占
と
政
府
の
憤
#
統

制
に
ょ
つ
て
、

•

、需
給
の
，均
衡
を
考
へ
る
も
の
で

な

く、
.む
し
ろ
組
織
化
さ
れ
た
る
市
場 

經
濟
に
お
け
る
竊
爭
と
、
市
場經

： ®

に

1
,
®

の
方
向
を
與
へ
、
.且
つ
そ
れ
ょ
り
也
ず
る
矛
盾
を
解
诙
せ
ん
と
す
る
共
同
經
濟
と
の
統一 

の
上
に
％
立
す
る
_

成
的
統
制
經
濟
の
秩
_
序
を
漭
.
へ
て
ゐ
る
.
の
で
あ
>

1

價
格
_公
定
そ
れ
自
體
は
、
む
し
、ろ
二
次
的
意
義
を
有
す
る
統 

制
字
段
で
f

、
ミ
ー
.
せ
，
ス
の
ぃ
は
ゅ
る

「

取
締
り.
價

格」

0

一
八
〇
肩

以

卞

參

照
〕

的
意
味
を
も
つ
ベ
，き
.

に

す

ぎ

な
v >
。 

,

:

勢

務

管

理

•に

關

す

る

經

營

學

者

の

諸

見

解

に

就

い

て

.

藤 ，

杯

敬

•mmbiA  ■

，
こ
の
數
,

來
、
響

g

於
け
る】

、？

咬

s

f

、
そ
れ
が
勞
務
管
理
の
問f

君

言

に

湯

1

か
、

多

る

や

，
ぅ

に

，思

は

‘れ
.る
。，
い
ふ
ま
で
も
欢
く
、
勞
務
管
理
.の
、問
題
が
か
く
重
要
視
さ
れ
る
に
‘至
つ
た
こ
•と

に

就

い

て

は

'、

支

那

事

變

以 

■來
の
-J
6

が
戰
時
：經

濟

の

進

昏

の

過
程
に
於
い
て
、
勞
働
办
の
！g

給
關
係
が
n
ぃ
を
遂
ぅ
て
逼
迪
化
し
て
行
つ
.た

こ

と

が

、
.先
づ
指
f

れ 

ね
ば
な
ら
な
い
。
■し

か

し

見

や

ぅ

‘
に

依
つ
て

拟

，今
：
ま

で
•の
と
と
，
ろ

、
'
勞

働

力

の

.不

足

が
屢
< 
ロ

に

さ

れ

る

の

.
で

は

ぁ

る

が

い

未
穴 

產
業
動
員
さ
る
べ
、き
人
的
資
源
に
於
い
て
は
、
幸
ひ
に
し
て
ゎ
れ
ゎ
れ
は
’
ほ
幾
分
の
餘
裕
を
持
つ
て
ゐ
吝
と
も
い
へ
る
。
か
く
：て
經
. 

營
に
と
つ
て
の
尚
‘題
は
，、
勞
_
ヵ
め
數
量
的
な
不
^

に
.ぁ
る
と
い〗

ふ
ょ
り
.は
、
，寧
ろ
勞
働
ヵ
の
質
的
低
下
に
か
、
つ
<
ゐ

る

、

と
.見
ら 

る
べ
き
で
ぁ
る
。
，そ
し
て
こ
の
勞
•働

，力

の

質

的
低
下
一
^
そ

れ

は

肉

體

的

に
^

亦
技

能

的

ぬ

，
も

——

は
、
急
激
な
勞®

ヵ
餘
要
の
埼
大 

に
對
し
て
、
經
1
エ
と
熟
練
エ
の
補
給
が
こ
.れ
に
平
衡
し
て
は
调
£

ロ.ル
な
い
と
い
ふ
事
愦
、と
、
ま
た
經
驗H

や
熟
練
工
の
一
部
が
軍 

へ
の
觀
員
、
齋
は
外
'地
や
共
榮
圈
各
地
の
產
業
開
發
.の
'た
，め
.に
送
り
出
さ
队
ね
ば
.な
ら
な
い
と
い
ふ
第
惝
：の
た
.め
に
、
挺
ら
^
ま
.た一 

般
钠
に
は
、.
ニ
；

H
i

か
ら
四
十
歲
ま
で
‘の ®

®

な
成
年
男
子
の
多
く
本
第「

戰
に
立
‘た
ね
ば
务
ら
ず
、
從
ウ
て
こ
れ
に
代
つ
セ
、

靑
少 

.

■勞
務
管
理
•に
镯
す
名
輕
營
學
者
の
、諸
見
斛
に
就
い
て〜

，.

ぐ

.

■

ベ

.

ノ
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